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２
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九
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭

６
　
遺
跡
の
年
代
　
豊
臣
時
代
―
明
治
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
跡
の
北
外
郭
部
に
位
置
す
る
。
東
西
道
路
を
挟
ん

だ
南
側
の
大
阪
府
立
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
調
査
さ
れ
、
三
ノ
九
の
石
垣

や
そ
の
前
面
の
柵
列
な
ど
が
検

出
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
地
は
、

昭
和
初
期
ま
で
敷
地
の
半
ば
以

上
が
寝
屋
川
河
川
敷
で
あ
っ
た
。

豊
臣
時
代
に
お
い
て
も
同
様
で
、

大
坂
城
の
最
外
郭
に
あ
た
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
石
垣

は
見
ら
れ
ず
、
長
さ

一
・
Ｏ
ｍ

以
上
の
杭
を
約
○

・
五
ｍ
間
隔
で
打
ち
込
み
、
横
木
を
か
ま
せ
た
土
留
め
遺
構

が
東
西
二

一
ｍ
以
上
の
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
。

豊
臣
時
代
の
遺
構
に
は
二
時
期
あ
り
、
古
い
方
の
遺
構
と
し
て
、
土
留
め
と

盛
土
の
地
業
を
行
な
っ
た
後
、
礎
石
建
物
と
打
刀
の
軸
百
数
十
本
を
用
い
て
作

っ
た
垣
根
状
の
遺
構
が
あ
る
。

木
簡
は
、
調
査
地
東
端
の
ゴ
ミ
穴
よ
り
二
点
出
上
し
た
。
ゴ
ミ
穴
は
輪
が
集

中
的
に
検
出
さ
れ
た
地
点
か
ら
二

・
五
ｍ
北
側
、
す
な
わ
ち
寝
屋
川
側
の
、
土

留
め
遺
構
の
ラ
イ
ン
よ
り
も
川
側
に
位
置
し
、
有
機
物
を
主
体
と
す
る
土
で
埋

め
ら
れ
て
い
る
。
近
代
の
掘
削
に
よ
り
北
半
は
消
滅
し
、
遺
構
上
面
ま
で
削
平

さ
れ
て
い
た
の
で
詳
細
は
不
明
だ
が
、
深
さ
○

・
七
ｍ
で
、
平
面
形
は
直
径
約

三

・
Ｏ
ｍ
の
半
円
形
を
呈
す
る
。
た
だ
河
原
へ
の
傾
斜
地
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
傾
斜
面
に
で
き
た
凹
地
に
ゴ
ミ
が
集
積
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
残
る
。

ゴ
ミ
穴
か
ら
は
唐
津
焼
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
木
簡
も
含
め
て
豊
臣
時
代
後

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文
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内
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大
阪
・
住
吉
大
社
境
内
遺
跡
で

木
簡
状
木
製
品
出
土

住
吉
大
社
境
内
遺
跡
は
、
大
阪
市
住
吉
区
に
あ
る
古
墳
時
代
―
近
世
の

集
落
跡

・
寺
社
跡
で
、
⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会
が
、　
一
九
九
六
年
九
月
か

ら

一
〇
月
に
か
け
て
民
家
建
替
え
に
伴
う
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
い
井
戸
三
基
、
溝

一
条
、
多
数
の
ピ

ッ
ト
を
検
出
し
た
。
井

戸

一
基
か
ら
は
、　
〓

一世
紀
代
の
瓦
器
椀

・
土
師
器
皿

・
ガ
ラ
ス
製
小
蓋

が
出
土
。
も
う

一
基
は
、
直
径
約

一
・
五
ｍ
、
深
さ
約
三

・
五
ｍ
の
素
掘

り
の
井
戸
。
古
式
の
瓦
器
椀
な
ど
が
出
土
し
、　
一
一
世
紀
末
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
井
戸
底
か
ら
下
駄

・
建
築
部
材

・
木
簡
状
木
製
品
が
出
土
し
た
。

木
簡
状
木
製
品
の
う
ち

一
点
は
、
長
さ
二

一
五
ｍｍ
、
幅
三
三
剛
、
厚
さ

〓
而

。
も
う

一
点
が
長
さ
二

一
五
嗣
、
幅
三
六
ｍｍ
、
厚
さ
三
ｍｍ
。
と
も
に

一
端
は
主
頭
状
で
、
他
端
は
円
弧
状
に
切
り
込
み
、
片
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ

裏
面
ま
で
達
し
な
い
浅
い
切
り
込
み
が
三
対
あ
る
。
一
百

はヽ
同
様
な
形
状

で
あ
る
こ
と
、
切
り
込
み
の
な
い
面
で
あ
わ
せ
る
と
切
り
込
み
の
位
置
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
二
枚

一
組
と
し
て
紐
で
縛
っ
て
使
用
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
封
絨
木
筒
と
同
種
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
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田
洋
司
）




